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かえって来て、ねこ先生 

 

小田原漂情 

 

  むかし。そう、ねこの世界の時間で三百ニアーほど前のことです。ニアーとは、ねこたちの一年をあらわすこ

とばで、にんげんの一年とくらべると、だいぶみじかいものでした。そうですね。一ニアーをにんげんの時間に

なおすとしたら、二か月くらいになるのでしょうか。 

  そのころねこの世界では、国どうしのあらそいがつづいていました。ねこ先生のすむマーター国は、六十ニア

ーほどせんそうのなかったへいわな国でしたが、ねこの世界の大きなみんぞくあらそいにまきこまれ、王さまの

しんせきの、とおいツグラー国へ、おうえんのへいたいをださなければならなくなっていたのです。 

 これはそんな時代の、マーター国の名医ねこ先生と、先生をしんらいしてささえつづけた、かんごふのみけの

おはなしです。 

 

  「ねこ先生、きょうのかんじゃさんはいまのぶちさんでおしまいです。」 

みけはいつものように西の谷のねこ医院のいりぐちをしめてかぎをかけると、しんさつしつにもどってねこ先生

に言いました。 

  「ああ、ごくろうさん。」 

いつもなら、ねこ先生のやさしいへんじがあるはずです。でもきょうは、なぜかしらそのこえがきこえません。 

  「ねこ先生？」 

みけがついたてのかげからねこ先生のつくえのほうをのぞいてみると、ねこ先生は白衣もまだぬがす、じっとう

でぐみをしてかんがえこんでいます。 

  「･･････あんなねこ先生のよこがお、はじめて見るわ。何かあったのかしら･･････。｣みけはしんぱいになっ

て、ねこ先生を見つめていました。するとそのけはいにきづいたのでしょう。ねこ先生は回転いすにすわったま

ま、くるりと向きをかえ、みけをよびました。  「みけさん。ちょっとはなしがある。」 

ねこ先生のまなざしは、いつになくしんけんです。みけはおずおずと、ふだんかんじゃのねこたちがそうするよ

うに、ねこ先生のまえにすわりました。 

 「じつはな、みけさん。わしはこんど、王さまがおおくりになるへいたいといっしょに、ツグラー国へいかな

ければならなくなった。」 

  「えっ！」 



それはみけがこのところ、ずっとおそれていたことです。マーター国のオスねこたちは、ツグラー国へのおうえ

んのために、さいきんつぎつぎとよびだしをうけていました。でもねこ先生はお医者さんだし、きっとそんなこ

とにはならないと、みけはかたく信じていたのです。いいえ。むりにでも、そう信じたかったのかもしれません

ね。 

 「でも、でもねこ先生。先生はお医者さんだし、ぜったいにけんかやせんそうをしない、へいわしゅぎの方じ

ゃありませんか。むかしこの国がたちなおるとき、ねこけんぽう（マーターけんぽうともいいます）をつくるの

に参加したのがじまんだって、いつもおっしゃってて･･････｡ それなのに、なぜ？」  

  そう、ねこ先生は、マーター国がねこの世界でもめずらしい、王さまを中心としたへいわてきなみんしゅしゅ

ぎをじつげんした、マーターけんぽういいんかいのいいんでした。 

ねこ先生はわかいころ、マーター国の自立のために力いっぱいはたらいた、そのことがなによりのじまんだっ

たのです。三十ニアーほども年のちがうみけは、ねこ先生がしんさつのあとのばんしゃく（しごとのあと、夕ご

はんのときにおさけをのむこと）でごきげんになると、いつもそのはなしをきかされていました。 

  「うむ、わしもこんどばかりは、ほんとうにこまったよ。だがこれは、王さまからのちょくせつのたのみでな。

もちろんわしは、たたかうわけじゃあない。へいたいどうしがたたかえば、かならずけがをするものがいるじゃ

ろう。みかたも、てきも、それからじっさいはたたかいにくわわらない、メスねこや子ねこたちの中にもな。ツ

グラー国でのせんそうがさけられないいじょう、そこでけがをするであろうねこたちを、すこしでもすくうため

に、医りょうチームのリーダーとして行ってほしいというのが、王さまのたのみなんじゃよ。まあ、わしがねこ

神拳のめいじんで、じぶんをまもれるはずだということも、とうぜんかんがえてのことだろうがの。」 

 ねこ先生は、ふふっ、とわらいました。でもみけは、気が気でなりません。 

 「でもねこ先生、いくら先生が拳のめいじんだって、おおぜいのてきにいっぺんにおそわれたら、どうするん

ですか。わたし、こわいです。しんぱいです。」 

 「ふむ、たしかに、いざせんじょうにはいってしまえば、わしひとり高見の見物（ひとりでとおくから見てい

ること）をしているわけには、いかんかもしれん。なんといってもせんじょうでは、なにがおこるかわからんか

らの。それはかくごしておる。それにわしらがつくったねこけんぽうのことも、気にならんわけではない。」 

 みけはこのときとばかり、ことばに力をこめました。 

 「そうですよ、ねこ先生。ツグラー国へのおうえんたいの医りょうチームといっても、先生がせんそうにいく

なんて、若いねこたちのためにもなりませんわ。どうかもういちど、かんがえなおしてみて下さい。」 

 みけはひっしでした。けれどもねこ先生は、じっとみけの目を見つめながら言います。 

 「しかしな、みけさん。オスねこには、ここでじぶんがたちあがらなければならない、というときが、一どか

二ど、かならずあるものなんじゃ。わしにはこれが、二どめなんじゃよ。」 

 みけをみつめるねこ先生のひとみのおくに、ふかいかなしみの光がやどっていました。 

 「もちろん、わしも行くときめたいじょう、できるかぎりのことはした。マーター国のねこすべてが、心から



ツグラー国へのおうえんにさんせいできるよう、王みずからがきちんとみんなにせつめいすること。それから、

たたかいで傷ついてかえってきたねこたちのことは、かならず王のせきにんでめんどうをみること。このふたつ

を、王にやくそくさせたんじゃ。どうかな、みけさん。若いねこたちへのせきにんは、わしなりにはたしたと思

うがの。」 

  「それはそうですけど・・・。」 

 みけはこころの中で、なきさけんでいました。それは王さまのため、ツグラー国のため、みんなのためには、

ねこ先生はりっぱにせきにんをはたすのかもしれない。でもみけは、みけはどうなるの。親子ぐらい年もちがう

し、やとわれたかんごふでしかないけれど、でもみけは、ずっと、ずっとねこ先生のことがすきだったのに・・・。

先生はみけのことなんかなんとも思わずに、せんそうにいってしまうのかしら。 

  みけはおおきな目に、なみだをいっぱいためていました。でもふときがつくと、ねこ先生の目にも、うっすら

となみだがにじんでいるようです。 

 「わしだって、みけさん、きみのことだけが気がかりなんじゃ。としごろのきみを、ずっとこのねこ医院のた

めにひきとめてしまったしの。だがなみけさん。きみはまだ若い。わしにもしものことがあったら、はやく若い

りっぱなオスをみつけて、しあわせになっておくれ。じゃができるものならば、わしがかえってくるまでのあい

だ、このねこ医院をまもっていてくれんじゃろうか。きみはもうじゅうぶんに、わしのだいりとしてポンポンち

りょう（ねこのあしのうらの肉球でマッサージをする、ねこ先生どくとくのちりょうほう）ができるはずだ。わ

しのかわりに、このマーター国のねこたちのからだを、まもってやってほしいのじゃ。」  

  ねこ先生は、ふかぶかとみけにあたまをさげました。「わたしもおともします」ということばが、みけののど

のおくまででかかっていましたが、ながいことねこ先生のそばではたらいているうちに、みけにはねこ先生のこ

ころが、すっかりわかるようになっていました。先生はみけを信じていてくれる。みけのことをいちばん気にか

けていてくれる・・・。やがてみけは、しずかにねこ先生に言うのでした。 

 「わかりました。わたしにできるだけのことをして、このねこ医院をまもりながら、おかえりを待っていま

す。・・・でもねこ先生？ひとつだけ、みけにごほうびをくださるって、やくそくしてください。」 

  ねこ先生は、いつものやさしいほほえみをうかべながらみけにこたえます。 

 「なんだい。どんなことでも、言ってごらん。」 

  「きっと、きっとげんきでかえってきてください。そしておかえりになったときは、みけを、みけを先生のお

よめさんにしてください。」 

 ねこ先生とみけは、だまってみつめあいました。ねこ紀元二千ニアーまであとすこしの、春のひと夜のことだ

ったといいます。 

 

  それからしばらくすると、西の谷のねこ医院のちかくでは、夜ごとにみけの泣くこえがきかれました。 

  「ねこ先生かえってきて。ねこ先生かえってきて。」 



昼間は気丈にしんさつをするみけも、やはりねこです。夜になるとさびしさに勝てなかったのでしょう。じじょ

うをしっているきんじょのおじいさんねこ、おばあさんねこたちは、みけのことをあわれみました。 

  ツグラー国でのせんそうは、ねこしじょうまれにみるだいせんそうになってしまい、マーター国の王みずから

が、さらにおうえんのへいをつれてかけつけるほどでした。ねこ先生はせんじょうで、やすむまもなくけがをし

たねこたちのてあてにはしりまわります。そのすがたはまるでねこぼとけさまのようだったと、あるへいたいが

かえってきて、マーター国のみんなにつたえました。 

  そして三ニアーがすぎ、ツグラー国のだいせんそうが、ようやくおわりをつげたころ。みけはかえってきたへ

いたいたちのしょうどくやてあてにおわれながら、ねこ先生のかえりをまちつづけていました。けれども王さま

がかえり、まいにちおおくのへいたいたちがかえってきても、ねこ先生はかえってきません。 

 「ねこ先生かえってきて。ねこ先生かえってきて。」 

 みけのむねははりさけそうでした。あんなにかえりをまっていたのに。かえってきたへいたいたちのだれも、

ねこ先生のすがたをみていないというのです。  

  「ねこ先生かえってきて。ねこ先生かえってきて。」 

おなじことばをくりかえしながら泣いていても、その声のだんだん弱々しくなっていくのが、西の谷のねこたち

には、よくわかりました。このままではねこ先生もかえってこないし、みけまでもがどうなってしまうかわから

ない。だれもがなんとかしなければ、と思いました。みけはいまでは何かにとりつかれたように、ひるのあいだ

は死にものぐるいでポンポンちりょうをつづけています。 

 長老ねこは、王さまのところへいくことを決心しました。まだこの時代でも、直訴（国のけん力者に直接訴え

ること）は重いつみになりますから、長老はみけのために自分のいのちをなげだすかくごだったのです。すると、

そのとき。 

 西の谷への入り口の、灰かぶりとうげのあたりから、さわやかなかぜが吹いてきました。みんながとうげの方

を見上げると、そこにはおみやげをたくさんかかえたねこ先生が、日焼けした顔をほころばせて、立っていたの

です。 

            

 ねこ先生と再会したときのみけのよろこびようを、そうぞうしてみてください。まわりのねこたちは、そのあ

まりのけなげさに、みんなもらい泣きしたといいます。ねこ先生は、やさしくみけの肩をだいて、それまでの苦

労をねぎらうのでした。 

 

 それから、ふたりはどうしたか、って？ 

 

 マーター国の灰かぶりとうげを地図でさがして、そこからそっと、西の谷をのぞいてごらんなさい。いまもそ



こでは、ポンポンちりょうの音がきこえています。たくさんの子どもやまごにかこまれながら、すこしおじいさ

んになったねこ先生と、ベテランの名医としたわれるみけ先生がにこにこして、ねこのかんじゃたちをなおして

いるはずです。 

 

おわり 

 

 


